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要旨

本稿では仮想通貨の 1つであるビットコインの価格変動に、いわゆるバブルと呼ば
れる価格の暴騰が存在するのかを統計的分析手法を用いて検証する。さらに、ビッ
トコインの価格変動に対して、自己回帰モデルとマルコフ転換モデルを組み合わせ
た「マルコフ転換自己回帰モデル」を適用し、推定する。より具体的には、まずバブ
ルを検出するための統計的手法を、既存の代表的なものから今後使用の可能性のあ
るものまで様々なものを紹介し、小標本におけるそれらのパフォーマンスをシミュ
レーションによって比較する。また、バブルのモデルとしてマルコフ転換自己回帰
モデルを適用するが、その推定量に対する統計理論は未だ確立されていないため、
本稿ではシミュレーションによってその性質を調べる。最後に実際のビットコイン
の価格データにこれらの手法を適用し、その有用性を確認する。
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